
⑸ ４つの手立ての妥当性と課題につい

てのまとめ 

 

ア 手立て① 

 授業実践を行うまで、児童生徒が教師

に与えられた一律の教材、指導方法で学

習を進め、中には学習に取り組まない児

童生徒も見られたが、手立て①を講じた

ことで、児童生徒が自分の得意な学び方

を見付けることができていた。結果、学

習材・学習時間・学習方法を選びながら、

課題解決に近づくようになった。よって、

手立て①は妥当性が示されたと考える。 

一方で、児童生徒の興味・関心、特性、

学習到達度に合わせた学習材・学習時

間・学習方法等を柔軟に設定するだけで

は、児童生徒が自分に合った学び方を選

択できないことがあった。そこで、学習

材を用いる基準を示すことや、教師が児

童生徒の学習の様子を見取り、必要に応

じて個別に指導したり、一斉に指導した

りする場面を設けることが必要である。 

 

イ 手立て②   

 授業実践を行うまで、教師や周りの指

示をただ待つだけで、自分から学習内容

や学習方法を考えようとしない児童生徒

が多く見られたが、手立て②を講じたこ

とで、児童生徒が自分のできたことやで

きなかったことを整理したり、自分に合

った学び方に気付いたりした。結果、児

童生徒が自分の学びを調整しながら学習

を進める姿が見られた。よって、手立て

②は妥当性が示されたと考える。 

一方で、学習材・学習時間・学習方法

や自身の学習到達度を振り返る場面を設

けるだけでは、自分の学習到達度を客観

的に捉えることが難しい場合、学習を調

整することに繋がらないことがあった。

そこで、教師が児童生徒一人一人の振り

返りの内容や学習状況を把握し、振り返

りの目的を児童生徒と共有したり、振り

返りに記入する内容の具体を提示したり

して、児童生徒が自身の学習を分析し、

より効果的な学習方法を見つけられるよ

う支援を講じる必要がある。 

 

 

ウ 手立て③ 

 授業実践を行うまで、他者の意見や考

えに無関心で、一人で学習を進める児童

生徒が見られたが、手立て③を講じたこ

とで、児童生徒が一人では課題を解決で

きず、他者の意見や考えを知りたいと感

じるようになった。結果、児童生徒が他

者を参照したり、お互いに助言し合った

り、合意形成を図ったりすることで新た

な視点を得たり、考えを深めたりする姿

が見られた。よって、手立て③は妥当性

が示されたと考える。 

一方で、難易度の高い課題を設定する

ことについて、児童生徒の交流が感想の

伝え合いで終わってしまう場合、児童生

徒の関わり合いの中で考えが深まらない

ことがあった。そこで、児童生徒の思考

を見取り、必要に応じて思考ツールを用

いさせたり、一斉指導を行うなどし、考

えを整理したり、深めたりしていく必要

がある。 

 

エ 手立て④ 

 授業実践を行うまで、課題解決に必要

な情報を誰に聞けばよいか分からないま

ま一人で、学習を進める児童生徒が見ら

れたが、手立て④を講じたことで、児童

生徒が課題解決に向けて、誰に相談した

り、誰と学習を進めたりすれば良いか、

把握することができていた。結果、適切

な相手と協働することができていた。よ

って、手立て④は妥当性が示されたと考

える。 

 一方で、同じ課題や学習材に取り組ん

でいる他者が分かるようにしたが、手立

て④の活用方法を理解していない児童生

徒の場合、誰に相談したり、誰と学習を

進めたりすればよいか把握できないこと

がある。そこで、教師が必要に応じて協

働相手を提案したり、助言をしたりする

必要がある。 

 

Ⅵ 本研究のまとめ 
 

１ 本研究の成果 
⑴ 手立ての焦点化 

 本研究では文献や先行研究を通して、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」



の一体的な充実を図るための手立てにつ

いて、４つに焦点化を行うことができ

た。 

 

⑵ 焦点化した手立てについての妥当性 

と課題の検証 

 本研究では焦点化した４つの手立ての

妥当性と課題を、授業実践を通して考察

した。このことにより、４つの手立ての

妥当性を示すとともに、課題を整理し、

今後改善に向けた視点を示すことができ

た。 

 

２ 今後の展望 

⑴ ４つの手立ての課題に基づく授業実   

 践 

 各教科の授業実践では、焦点化した手

立てについてそれぞれ課題が見られた。

焦点化した手立ての改善を図った上で、

今後は、更なる授業実践を重ねていくこ

とが必要と考える。 

 

⑵ 研究結果の他教科や他校種への展開 

 本研究は小学校算数科、小学校体育

科、中学校社会科、中学校外国語科を対

象に行ったが、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」の一体的な充実は、教

科や校種によって限定されるものではな

い。そのため、それぞれの教科や学校の

特性に合わせた実践研究を行い、より多

くの児童生徒に質の高い学習機会を提供

することが望まれる。 

 

⑶ 焦点化した４つの手立てと資質・能

力の関係性 

 本研究では、子供の学びの姿をもとに

焦点化した4つの手立てへの妥当性と課題

を考察したが、焦点化した4つの手立てと

資質・能力の関係性について、考察する

ことができていない。焦点化した4つの手

立てを講じたことで、児童生徒の資質・

能力にどのような変容が見られたかを考

察していくことが望まれる。 
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